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1 概要

マッカイ対応 (McKay correspondence) というものがあります．これは SL2(C)の有限部分群か
ら同じディンキン図形が，1つは表現論から，他方は特異点解消から構成されるというMcKayの
観察 [9]から研究が始まりました．例えば代表的な結果に次のようなものがあります：

命題 1.1: 有限部分群 G ⊂ SLd(C)に対し商多様体 Cd/G がクレパント特異点解消 Y → Cd/G を

持てば，Y のオイラー標数と Gの共役類の個数は等しい．

つまりマッカイ対応は幾何学的不変量と代数的不変量を結びつけるものの 1つです．マッカイ対
応の研究には様々な方向性があり，今も発展し続けています．本講演では古典的なマッカイ対応に

ついて発表したいと思います．また当日は参考文献をいくつか紹介するつもりです．一人でも興味

を持った方がいらっしゃれば幸いです．

2 予備知識

多様体の定義や代数学の基本的な知識を仮定します．例えば Atiyah–MacDonald の可換代数の
本 [2, 3]の前半の内容を知っていれば十分なように講演中に解説をしたいと考えています．また，
代数幾何学についてある程度定義や用語などに親しみを持っているとより楽しめると思います (例
えば [4, 1, 5]などの最初の方に目を通すなど)．
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